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別紙１１「先進地調査研究報告書」

札幌市立宮の森中学校 視察報告書

１ 期 日 平成２７年８月２０日(木)

２ 参加者 旭川市立神居中学校 教諭 岸 和宏

（小中連携教育コーディネーター）

３ タイムテーブル

９：３０ 札幌市立宮の森中学校着

９：３５ 小中連携事業の取組の概要について

１０：１０ 体験授業（英語科）参観（児童；札幌市立三角山小学校 ６年生）

１１：００ 学校見学・部活動体験 参観

１２：００ 昼食・休憩

１２：４５ 札幌市立盤渓小学校へ移動

１３：００ 学校概要について

１３：１０ 体験授業（英語科）参観（児童；札幌市立盤渓小学校 ６年生）

１４：３０ 札幌市立盤渓小学校発

４ 札幌市の小中連携について

札幌市では，「札幌市学校教育の重点」に基づき，各学校がそれぞれの実情に応じて

連携教育に取り組んでいる。

具体的には，小学校６年生の子どもが中学校で英語の授業や部活動を体験したり，中

学校の合唱部の生徒が小学校に出向き，日ごろの練習の成果を披露したりするなどの授

業体験等や，教員間の情報交流などに取り組み，各学校の工夫により様々な実践が進め

られている。

札幌市研究開発事業においては，「小中連携」に関する実践研究で，平成２２年度か

ら中学校１校と小学校２校の計３校の研究推進校において「研究推進会議」を開催し，

小中連携の在り方について検討しながら，教育課程や児童生徒理解等にかかわる実践的

研究を行っている。

（札幌市教育委員会ホームページより）
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５ 札幌市立宮の森中学校について

札幌市立宮の森中学校は，今年で開校３０周年を迎える。地域は，閑静な住宅街を中

心として，盤渓スキー場や商業施設などがあり，活気に満ちている。保護者の職業は，

医者，弁護士，実業家，芸術家，会社員，公務員など多彩である。

ＰＴＡ活動が盛んで，保護者が中心となり「ガイドブック ようこそ宮の森中学校へ」

という冊子を発行している。内容は，

宮中ガイドブックの活用にあたって，

学校教育目標，校歌，校地図，イラス

ト仕立ての生活の心得，コメント入り

の日課表，担任の先生の１日，日直の

仕事，日直さんの学級日誌紹介，朝読

書（先生のエッセー），楽しい給食，生

徒の給食風景，給食配膳員さんの１日，

事務職員さんの多忙な１日，業務吏員

さんの多忙な１日，知っておきたい費

用，転校・日本スポーツ振興センター

・就学援助，校長 先生の１日，校舎

平面図，保健室（メッセージ），保健室

の窓，校医さん，養護（保健室）の先

生の１日，特別支援学級，いろいろな

教室（特別教室の説明），心の相談室，

学校行事について（１１ページ），学習

について（１６ページ），高校受験向け

情報（４ページ），生徒の活動（６ペー

ジ），部活動（１２ページ），ＰＴＡの

活動（８ページ），安心して学校生活を

送るために（７ページ），地域との交流

（８ページ），中学校の歴史，宮の森中

学校の皆さんへ（卒業生の保護者から

のメッセージ），などです。

五十嵐教諭のお話では，保護者の中

にイラストレーターの方や美術大学卒

の方がいて，イラストやマンガなど多

彩な冊子になっていて，いわゆる中１

ギャップの解消に役立っている。札幌

市内でもこのような取組をしている学

校はまれであるとのこと。

また，地域には，芸能人やスポーツ選手，陶芸家なども多数住んでいて，生徒もバイ

オリンやバレーを習っているなど珍しくなく，ピアノが弾ける生徒も学級に何人もいる。

生徒は約３５０名で，札幌市内でも学力が極めて高い地域であるとのこと。
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６ 札幌市立宮の森中学校における小中連携について

宮の森中学校では，小学校の「総合的な学習の時間」における国際理解に関わり，外

国語活動が位置付けられるに当たり，英語科の五十嵐教諭が中心となって，平成１８年

からいろいろな形で小中連携に取り組んできた。

現在では，８月２０日ごろに体験授業（英語科），部活動見学など，１月１５日ごろ

に授業見学（全学級）を行っている。札幌市では，中学校は夏休みが３０日，冬休みが

２０日，小学校は夏休みが２５日，冬休みが２５日という日数になっていて，宮の森中

学校が夏季休業の日に小学生の体験授業，校区内の３小学校が冬季休業の日に中学生の

授業見学を行うようにしている。

校務分掌では，教務部に「小中連携係」を設け，現在は再任用の五十嵐教諭がその業

務を担い，小学校との連携の窓口になっている。

五十嵐教諭は，英語科教師としての専門性を発揮して，英語科（外国語活動）の体験

授業や出前授業を積極的に行うとともに，北海道教育大学札幌校や教科書の出版社であ

る開隆堂とも連携して教材開発に取り組んでいる。

また，宮の森中学校には英語科教諭が３名，ＡＬＴも通年配置でのベース校となって

おり，今回の体験授業は，ＡＬＴ２名がＪＴＥとのＴＴで指導にあたる計画であった。

７ 体験授業（英語科）について

⑴ 題材名「ウッド先生がやってきた」

SUNSHINE ENGLISH COURSE １ Program ３-⑵ page；３２～３３

⑵ 本時のねらい

① 題材 一般動詞を使って対話する。

② 言語 “Do you ～？”の疑問文とその答え方を理解し，対話できる。

⑶ 本時の展開

＜導入＞

① 挨拶

② ウォームアップ Criss-Cross ですばやく答える。

＜展開＞

③ Do you eat/ drink ～？の導入

④ Do you eat/ drink ～？の習得

会話練習を行う

⑤ 会話した成果を確かめる。

⑥ 教科書本文の導入

⑦ 書く活動

⑧ まとめの自己評価

⑨ 挨拶
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【五十嵐教諭と黒谷教諭の授業】 【渡部教諭とラン先生の授業】

三角山小学校の第６学年児童（２学級５２名）は，いずれも集中力があり，先生の説

明を真剣に聞いて正しく答えようとする姿が印象的だった。

【盤渓小の授業】 【黒谷教諭とジャック先生】

盤渓小学校の第６学年児童（１８名）は，元気がよく，受け答えがしっかりしている

姿が印象的だった。

盤渓小学校の教頭先生のお話では，盤渓小学校は特認校で札幌市内のどこからでも入

学することができる。現在は，第１学年の定員が２０名のところ，６０名程度が入学を

希望する状態となっており，入学児童を抽選で選抜している。６年間路線バスで通学す

るという大変さはあるが，１学年２０名という少人数指導，盤渓スキー場が目の前にあ

るという条件を生かしたスキー指導（頻繁にプロ・スキーヤーが来校される）などに特

色があり，おもに宮の森や円山からの入学希望者が多く，保護者同士が仲良く団結して

いるとのことであった。

体験授業の内容については，視察者自身が英語は専門外なので詳しいことは分からな

いが，量が多い印象をもった。児童の集中力を高めるため，フラッシュカードや写真を

使って児童が学習内容をイメージしやすくしたり，ゲームの要素を取り入れて学習意欲

を喚起したり，コミュニケーション活動を取り入れたりしていた。

体験授業終了後，数名の児童が「小学校の外国語活動では，話したり聞いたりする活

動が中心だが，中学校では書いたり読んだり覚えたりすることが多くなってくることが

分かった。」「いろいろなことを勉強したが，５０分があっという間で，楽しかった。」
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などと感想を述べる姿は大変微笑ましかった。

８ 所感

札幌市立宮の森中学校では，中１ギャップをなくそうとするのではなく「中１ステッ

プ」と呼んで，小学校６年生が少しでも早く宮の森中学校の生徒として活躍できること

を目的とし，小中連携を１つの手段として捉えていることに注目したい。そして，小中

連携事業として，夏休み中に，三角山小学校，大倉山小学校，盤渓小学校の６年生を対

象に英語の授業体験と部活動の見学の実施，冬休みには小学校の先生との授業交流や

ＰＴＡ同士の交流，３学期には中学校１年生による小学校訪問を実施している。

また，五十嵐教諭が体験授業の指導略案を作成するとともに，英語科の先生方のとり

まとめ役を担い，ＡＬＴや各小学校との打ち合わせなど，まさに中心となって活躍して

いる様子が印象的だった。

神居中校区では，中１ギャップについては，新入生の多くは，入学後，次第に中学校

に適応しているが，一部には，教科担任制による授業や複数の小学校から生徒が集まる

ことによる新しい人間関係づくりなど，慣れるのに時間のかかる生徒も見られる状況が

ある。

今後とも，先行実践等を参考にしながら，より一層“相互授業参観”，“乗り入れ授

業”，“小中連携懇談会”などの学習指導に関する取組や，“ゴミ拾いクリーン作戦”，“

交流授業”などの児童生徒の交流の取組を工夫して，『小・中学校の円滑な接続による

「生きる力」の育成』を目指して参りたい。


